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学校適応感を高める不登校の未然防止の在り方 
― 授業のユニバーサルデザイン化の視点に立った教科指導とＳＥＬ－８Ｓの取組を通して ― 
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Ⅰ 問題の所在 
文部科学省が平成27年12月に発表した「学校基本

調査（確定値）」によると，全国の不登校児童生徒

数は，小学校25,864人，中学校96,786人で，全児童

生徒数に占める割合はいずれも前年度より増加し，

小学校は0.39％，中学校は2.76％である。 

広島県教育委員会による「平成26年度の広島県に

おける生徒指導上の諸問題の現状（速報）について」

では，不登校児童数は715人で前年度より71人増加 

し，割合は0.47％で全国割合を上回っている。次に，

中学校の不登校生徒数は2,019人で前年度より34人

増加し，割合は2.52％で全国割合を下回るものの，

近年の減少傾向が増加に転じている。 

これらの不登校児童生徒数の増加は，全国・県と

もに全児童生徒数が減少する中での事態であり，依

然として深刻な状況である。 

国立教育政策研究所（平成24年）が示した「不登

校・長期欠席を減らそうとしている教育委員会に役

立つ施策に関するＱ＆Ａ」では，不登校相当と準不

登校の基準を表１のように示している。 

この基準を基に，本研究では，欠席日数が30日を

超える生徒を不登校生徒とし，これらを除く表１に

該当する不登校相当，準不登校の生徒を不登校傾向

生徒と呼ぶこととする。 

表１ 「不登校相当」・「準不登校」の基準1) 

欠席日数＋保健室等登校日数＋（遅刻早退日数÷２） 
「不登校相当」 30日以上☆☆☆☆ 
「準 不 登 校」 15日以上30日未満 

 

所属校は自然豊かな山間部に位置し，220人の生

徒が在籍している。平成27年度第１学期の欠席，遅

刻，早退，保健室登校等の日数から，不登校相当，

準不登校の生徒を算出したところ，不登校生徒

0.9％，不登校相当2.7％，準不登校3.2％であった。

これらの不登校傾向生徒がこのまま不登校になっ

た場合，不登校生徒数の割合は6.8％になると予想

され，所属校においても不登校の状況は極めて重要

な課題であり，より積極的な取組が必要と考える。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 不登校の要因・背景 
不登校に関する調査研究協力者会議（平成27年）

は，不登校の要因・背景について，本人，家庭，学

校に関わる様々な要因が複雑に絡み合っている場合

が多く，その背景として，社会における学校の相対

的な位置付けや，学校に対する保護者・児童生徒の

意識の変化等，社会全体の変化の影響力が存在して

いると示している。また，児童生徒が不登校となる
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研究から，不登校の要因・背景について明らかにし，生徒の学校適応感を高める学習的適応と対人的適
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その結果，不登校傾向生徒を含む全ての生徒の学習的適応と対人的適応が促進され，生徒が学校生活に

適応していると主観的に感じる学校適応感に高まりが見られた。このことから，授業のユニバーサルデ

ザイン化の視点に立った教科指導とＳＥＬ－８Ｓの取組の両方を行うことは，不登校傾向生徒を含む全

ての生徒の学校適応感を高めることに有効性があることが示唆された。 



 
       

要因やきっかけは様々であり，不登校状態が長引く

ほど，時間の経過とともに不登校要因は変化し，解

決の困難度を増していくと示している。さらに，不

登校との関連で新たに指摘されている課題として，

児童生徒が周囲と人間関係をうまく構築できない，

学習のつまずきが克服できない，といった状況が進

み，不登校に至る事例が少なくないと示している。 

これらのことから，不登校の要因・背景は，単一

に特定されるものではなく，変化しながら複雑に重

なり合って生じることを踏まえ，生徒が不登校にな

る以前の，より早い段階での方策が必要と考える。  

 

２ 不登校の未然防止について 
小林正幸（2009）は，「学校が居心地がよく，そ

こにいるだけで幸せな気分になるような場ならば，

不登校は起きない。」2)と述べている。 

また菅野純（2008）は，友だちと一緒に遊んだり

一緒に何か取り組んだりすることによって自己を発

揮する体験をプラスの学校体験とし，登校行動が持

続するための条件と述べている。 

さらに，国立教育政策研究所（平成26年）は「生

徒指導リーフ Leaf.14 不登校の予防」において，

社会の変化を前提として，特定の生徒を想定せず，

全ての生徒を対象とした，学校を休みたいと思わせ

ない授業や行事等の工夫や改善の必要性を示してい

る。 

これらのことから，不登校の未然防止として，全

ての生徒にとって学校が居心地がよいと感じられる

ように，人間関係の構築や授業等の工夫や改善をし

ていくことが必要と考える。 

 

３ 学校適応感とは 

栗原慎二（2010）は，学校適応感について，生徒

一人一人が主観的に学校生活の中でうまくやってい

ると感じている程度を示すものと述べている。 

また石井眞治（2009）は，適応とは，人間が社会

や組織の中で適切な対人関係と心理的な安定を保ち

ながら組織が求める行動がとれている状態とし，そ

うした力が身に付いていなければ，不適応の状態に

なると述べている。 

さらに，国立教育政策研究所（平成20年）が示し

た「適応感を高める高校づくり」では，学校側の働

き掛けや取組が，生徒の学校への適応感を高め，不

登校傾向や学力に問題のある生徒も含めて不登校を

未然に防止する手立てになると示唆している。 

これらのことから，学校適応感とは，生徒が主観 

的に学校生活の中で友だちや集団と安心して過ごす

ことができている，自分らしさを発揮できていると 

感じることであり，生徒の学校適応感を高める取組

が不登校の未然防止につながると考える。 

 

４ 所属校の実態分析と取組の方向性 
(1) アセスメントとその方法 

文部科学省（平成22年）は「生徒指導提要」（以

下，「提要」とする。）において，アセスメントを

「見立て」とも言い，生徒の示す行動の背景や要因

を，情報を収集して系統的に分析し，明らかにしよ

うとするものと示している。また，アセスメントを

行うに当たっては，校内で組織的に対応することの

重要性も示している。 

次に，学校環境適応感尺度「アセス（ASSESS：A- 

daptation Scale for School Environments on Six 

Spheres）」は，学校環境に関連した「学習的適応」

と「対人的適応（教師サポート，友人サポート，向

社会的スキル，非侵害的関係）」，家庭や地域等，

学校以外の影響も反映する「生活満足感」の三つの

観点から学校適応感を捉えることができるアセスメ

ントツールである。このツールを活用することで，

学級全体，あるいは個々の生徒への指導・支援の手

掛かりを得ることができ，特に個別の指導・支援を

必要とする生徒については，詳細にその実態を把握

することができる。 

これらのことから，アセスは，学級全体と不登校

傾向生徒への指導・支援の方策を構築するのに適し

ていると考える。 

(2) アセスによる所属校の実態分析と取組の方向

性 

 廿日市市では，平成26年度から市立小中学校でア

セスを年間３回実施している。本研究では，平成27

年６月22日実施のアセスの結果を基に，所属校の実

態分析を行った。その結果と取組の方向性について

図１に示す。 

図１に示すアセスの結果から，所属校には，不登

校生徒，別室登校生徒だけでなく，教室に位置付い

ている生徒の中にも，学校不適応を起こす可能性の

ある生徒がいることが分かった。これらの生徒を全

て合わせると，全校生徒の４分の１以上の学校適応

感が低いという実態が判明した。また，不登校傾向

生徒は，全学年ともアセスの６因子全てが学年平均

を下回っており，学校適応感が低いことが確認でき

た。さらに，不登校傾向生徒の生活満足感は，全て

の学年で他の因子と比べて特に低い結果であった。 



 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原（2010）は，学校適応感は学校での適応感と

学校以外での適応感を把握することが重要であり，

その両方を反映した生活全体に対する総合的な適応

感を生活満足感とし，他の５因子全てと高い相関を

もっていると述べている。 

すなわち，生活満足感が低い生徒の中には，学校

外での適応に課題があると予想される生徒のほか，

学習的適応（学習方法が分かり，意欲も高い等，学

習が良好だと感じている）と対人的適応（他者との

関係が良好である，他者との関係をつくるスキルを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もっていると感じている）のどちらか，あるいは両

方に指導・支援を必要とする生徒がいると考えられ

る。したがって，生徒の学校適応感を高めるために

は，生活満足感を改善するよう，他の５因子を高め

ていく取組が必要と考える。 

これらのことから，不登校傾向生徒及び学校不適

応を起こす可能性のあるアセス要支援生徒を含む全

ての生徒の学校適応感を高めるためには，学習的適

応と対人的適応の両方を促進する取組を進めていく

必要があると考える。 
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アセスメント（アセスによる分析） 

 

 ① 学級内分布票のＸＹ 
プロットで，要学習支 
援領域と要対人支援領 
域に属している生徒を 
確認 

・要学習支援領域に属している生徒は15.8％おり，その中に指導・ 
支援の重要性が高い生徒が，18.8％いる。 

・要対人支援領域に属している生徒は34.5％おり，昨年度の23.0％ 
から激増している。その中に指導・支援の重要性が高い生徒が， 
14.3％いる。 

② 学級内分布票のＸＹ 
プロットで，生活満足 
感に指導・支援のいる 
生徒を確認 

・「生活満足感」因子の得点が低い生徒が12.3％いる。その中の， 
12.0％の生徒については，他の因子は低くなく，「生活満足感」 
因子だけが低いことから，学校外での適応に課題があると予想さ 
れる。 

③ 学級内分布票のＸＹ 
プロットで，学習的適 
応と対人的適応の分布 
の状態を確認 

・「学習的適応」の分布が左右に広がっていることから，学習が良 
好だと感じている生徒とそうでない生徒に分かれている。 

・「対人的適応」の分布が上下に広がっていることから，担任や学 
級内での人間関係を良好だと感じている生徒と感じていない生徒 
がいることが分かる。また，全体的には良くも悪くもないと感じ 
ている，数値範囲が45～55の間に位置する生徒が52.2％いる。 

④ 個人特性票の対人的 
適応で，不安を感じて 
いる生徒の中から，そ 
れぞれの因子の割合を 
確認 

・「教師サポート」では，担任の支援が少ない，認められていない 
等，担任との関係を良好だと感じていない生徒が20.0％いる。こ 
れは小学校段階から学年が上がるほど「学習的適応」を促進する 
上での教師による直接的なサポートの効果が小さくなると考えら 
れることによる。 

・「友人サポート」では，友だちからの支援が少ない，認められて 
いない等，友だちとの関係を良好だと感じていない生徒が28.6％ 
いる。 

・「向社会的スキル」では，友だちへの支援や関係をつくるスキル 
をもっていると感じていない生徒が35.7％いる。 

・「非侵害的関係」では，無視やいじわる等，拒否的・否定的な友 
だち関係を感じている生徒が15.7％いる。 

図１ アセスによる所属校の実態分析と取組の方向性 
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５ 学校適応感を高める取組 

(1) 学習的適応を促進する取組 

生徒の学習的適応を促進するためには，学校生活

の中心である授業において，生徒が主観的に適応し

ていると感じる必要がある。そのために，全教科担

任が各自の持ち味を生かしながら，指導・支援の工

夫や配慮のある授業づくりが重要だと考える。 

東京都日野市公立小中学校全教師・教育委員会 

with小貫悟（2010）は，「クラスの中のすべての子

にとって分かりやすい対応を工夫しよう」3)という

授業のユニバーサルデザイン化の視点に立った教育

を実践している。この教育では「すべての子にとっ

て，参加しやすい学校を作り，分かりやすい授業を

する」4)ことを意識的に行うことが，学校におけ

る教師の教育活動において重要であると述べている。 

また小林（2013）は，不登校発生の減少や不登校

問題の解消には，教師が子供に関わる際の支援方法

やそれに関連する態度に係る意識の変化が極めて重

要であるとし，教師の役割の重要性を述べている。 

これらのことから，教師が全ての生徒に分かった，

できた，楽しいを実感させることのできる授業のユ

ニバーサルデザイン化の視点に立った授業づくりを

行うことは，教師が生徒に関わる際の意識を高め，

生徒の学習的適応を促進するための教師の具体的対

応としての指導・支援になると考える。 

ア 授業のユニバーサルデザイン化の視点に立っ

た教科指導チェックシートと教師の自己評価・

生徒の自己評価 

小貫ら（2010）は，授業のユニバーサルデザイン

化の視点を基に「ひのスタンダード」を策定し，通

常学級におけるチェックリストを作成している(1)。 

本研究においては，このチェックリストを基に，

図２のチェックシートを作成した。これを用いて，

教師には自らの授業に対する自己評価を，生徒には

授業についての自己評価及び自分にとって教師の指

導・支援が有効であるかの見取りを目的とし，教師

と生徒の両方の立場から見取りができるよう，表現

を変えても同じ内容を問うように項目を対にして並

べている。平成27年６月30日に実施した，教師の自

己評価と生徒の自己評価の結果を図２に示す。 

集計結果から，アセス要支援生徒の自己評価の回

答値の平均は，全項目において学年平均より下回っ

ていた。また，４月から６月末の不登校傾向生徒の

自己評価の回答値の平均は，全校生徒，アセス要支

援生徒よりもさらに低いことから，不登校傾向生徒

は，学習的適応が低い傾向にあることが分かった。 

 教師 (n =  12) 
 生徒 (n = 204)  

 教師 
 
 

全校 
生徒 

 

アセス 
要支援 
 

不登校 
傾向 

 
環境 3.06 2.88 2.32 2.30 
授業 2.85 2.76 2.23 2.01 
人的 2.82 2.74 2.26 2.03 

教師 生徒 
◆環境サポート〔ルール，落ち着き，集中を実感〕 
１ 生徒が落ち着いて学習

できるよう，学習形態や座
席配置等の設定を徹底し
ていますか。 

１ 気持ちがとぎれたり，他 
の人のじゃまをしたりする
ことなく落ち着いた気持ち
で授業を受けていますか。 

２ 生徒が集中できるよう， 
教室内の美化や学習環境
を整える設定を徹底して
いますか。 

２ 先生や発言者の方を向い
て，集中して授業を受けて
いますか。 

３ あいさつや時間，身だし
なみ等，生徒が授業にの
ぞむ姿勢等のルールの設
定を徹底していますか。 

３ あいさつや時間，身だし
なみを整え，休憩時間と授
業時間の気持ちを切り替え
て授業をスタートさせてい
ますか。 

４ 発言の仕方，教師の話， 
友だちの発言の聴き方の
学習ルールの設定を徹底
していますか。 

４ 授業の中で，発言の仕方
を守ったり，人の話を聴く
ルールを守ったりしていま
すか。 

◆授業サポート〔分かった，できた，楽しいを実感〕 
５ 生徒が見通しをもって

活動できるような授業づ
くりをしていますか。 

５ 授業のめあてを理解して
何が分かったら（できたら) 
よいかの見通しをもって活
動（作業）をしていますか。 

６ 生徒への説明や指示が
明確になるような授業づ
くりをしていますか。 
（例:視覚的提示,１指示
１作業，語調の変化等） 

６ 授業では，先生の指示を
よく聴いて，次に何をした
らよいかを理解して，活動
（作業）を進めていますか。 

７ 気付きや思考，イメージ
化しやすいような授業づ
くりをしていますか。 

７ 「ポイントは何だろう」
「ここは大切だ」と，理解
しながら授業で活動（作業） 
をしていますか。 

８ 学習の理解が進むよう
な授業づくりをしていま
すか。 

８ ノートやプリントを使っ
て，学習を分かりやすくま
とめていますか。 

９ 生徒の努力や成果，態
度に対して，機会を捉え
て積極的に評価をしてい
ますか。 

９ 授業の中で，ほめられた
り，認められたりすること
は嬉しいですか。 

10 本時の達成感や，次時
の期待感をもたせるよう
なまとめや評価をしてい
ますか。 

10 「次の授業はどんなこと
をするのだろう。」と，次
の授業を楽しみにしていま
すか。 

◆人的サポート〔支え合い,学び合い,認め合いを実感〕 
11  生徒同士のコミュニ

ケーションが促進される
ような場の設定を徹底し
ていますか。 

11 授業で自分の意見や考え
を言うと，周りの友だちは
受け止めてくれますか。 

12 教師と生徒，生徒と生
徒が協力しながら本時の
ねらいを達成するための
話合いや学び合いができ
る場の設定をしています
か。 

12 授業で友だちの意見や考
えを聴くことは，自分に
とっての勉強に役立ってい
ると思いますか。 

13 授業で友だちや先生に，
自分の意見や考えを伝える
ことは，友だちの勉強に役
立っていると思いますか。 

13 生徒が分からないこと
や困ったことを尋ねやす
い場の設定を徹底してい
ますか。 

14 授業で困っているときや
分からないとき，どのよう
に先生に質問したらよい
か，方法を知っていますか。 

図２ 授業のユニバーサルデザイン化の視点に立った教科 
指導チェックシートと評価★★★★★★★ 

環境サポート 

人的サ 
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3.0 

2.0 
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イ 授業のユニバーサルデザイン化の視点に立っ

た授業モデル 

チェックシートで明らかになった，教師からの指

導・支援の特に低い項目を表２に示す。 

 

表２ 教師からの指導・支援の低い項目 

授 
業 

・本時のねらいを達成するための話合いや学び合い 
 ができる場の設定 
・本時の学習の達成感や次時の学習への期待感をも 
 たせるまとめや評価 
・生徒の努力や成果，態度への積極的な評価★★★ 

人 
的 
・生徒が分からないことや困ったことを尋ねやすい 
場の設定 

 

これらを基に全教科共通の授業づくりの工夫や改

善のために作成した，本研究で扱う授業のユニバー

サルデザイン化の視点に立った１時間の授業モデル

を図３に示す。 

この図３に示す授業モデルを実践できれば，教師

の指導・支援が進み，生徒の学習が良好に向かうこ

とにより，生徒が「分かった，楽しい」と実感し，

生徒一人一人の学習的適応が促進されて学校適応感

が高まり，不登校の未然防止につながると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 対人的適応を促進する取組 

生徒の対人的適応を促進するためには，他者との

関わりの中で，生徒が主観的に適応していると感じ

る必要がある。そのために，学校生活や日常生活に

おける様々な場面で生じる問題に対して，生徒が自

信をもって適切な行動を選択し実行する意欲や能力

を身に付けることが重要だと考える。 

「提要」には，現代の児童生徒の問題行動の心理

環境的背景として，社会的能力の未学習，あるいは

適切な習得がないまま誤った対応を身に付けた状態

があることを挙げ，周囲の人々や集団と良好な人間

関係を築く方法や態度を身に付けることの重要性が

示されている。 

また小泉令三（2011）は，不登校を含む問題行動

への対応には，周囲の人々や集団と良好な関係や関

わりをもつ力が重要であるとし，これを社会的能力

と述べている。 

これらのことから，生徒が，社会生活において自

分の力を発揮しながら，周囲の人々や集団と良好な

人間関係を築く力を身に付けるために，社会的能力

を育てるＳＥＬ－８Ｓの活用が有効と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の流れ 
授業のユニバーサルデザイン化の視点 
に立った教科指導チェックシート★★ 

教師の指導・支援（例） 

 
 
 

事 

前 

 
 
導 

入 

 

 
       
展 

 

開 

 

 
 
   
終 
末 
 
   
事 
後  

□ 生徒が落ち着いて学習できるよう，教室 
内美化や整理整頓の指導・支援をしている。 

□ 生徒が集中できるよう，座席配置等の指 
導・支援をしている。 

□ あいさつや時間，身だしなみ等，生徒が 
授業にのぞむ姿勢のルールへの指導・支援 
をしている。 

・教室内の美化や道具の整理整頓に努め，視覚の 
氾濫，聴覚のノイズを減らす。 

・本時のねらいにおける生徒の力について，記号 
等（◎，○，▲等）を記入した座席表の準備を 
する。 

・号令の掛け方，あいさつの仕方，身だしなみの 
チェック等の言葉掛けをする。 

□ 生徒が見通しをもって活動できるような 
授業のスタートの指導・支援をしている。 

 
 

・めあての明確化，授業の流れを視覚提示する。 
・授業の流れをある程度パターン化する。 
・ゴールの分かりやすい，ノートやワークシート 

等による学習を進める。 
□ 生徒への説明や伝達が明確になるような 

分かりやすい指示の指導・支援をしている。 
□ 生徒の気付きや思考がイメージ化しやす 

いような指導・支援をしている。 
□ 生徒の学習の理解が進むような指導・支 

援をしている。 
□ 発言の仕方や，教師の話，友だちの発言 

の聴き方等の学習ルールへの指導・支援を 
している。 

□ 教師と生徒，生徒と生徒のコミュニケー 
ションが，授業の中で促進されるような場 
の設定の指導・支援をしている。 
 

・短く分かりやすい言葉による説明をする。 
（１指示１作業，変化のある語調等） 

・丁寧な板書，黒板上の文字量の調整，色チョー 
クや下線等の板書のルールを決める。 

・写真や実物教材の提示，ＩＣＴを活用する。 
 
・語呂合わせやネーミングで，具体的な表現に置 
き換えた，目指す生徒像のスタイルを示す。 
 

・机間指導で教師からの適切な言葉掛けをする。 
・個⇒ペア，個⇒班⇒全体等の，小集団を活用し 
た学習形態を取り入れ，役割をもたせた活動や 
全員発表の場を設定する。 

□ 本時の学習の達成感や，次時の学習の期 
待感をもたせるようなまとめや評価への指 
導・支援をしている。 
 
 

□ 生徒が質問しやすい場を設定している。 

・座席記録で授業の実態を把握し，意図的指名で 
学習をまとめさせる。 

・互いのよさや頑張りを確認し合わせる。 
・実生活との結び付きに気付かせる。 
・余韻をもたせる終わり方の工夫をする。 
・受容的な態度で接する。 

□ 生徒の努力や成果，態度への積極的な肯 
定的評価をしている。 

 

・学習成果物の掲示や展示をする。 
・生徒の振り返りや学習カードを活用する。 
・個別の助言で次時のスタートをそろえさせる。 

図３ 授業のユニバーサルデザイン化の視点に立った授業モデル（全教科共通） 

 



 
       

ア ＳＥＬ－８Ｓの社会的能力に係る生徒の自己

評価と教師評定 

 ＳＥＬは，欧米諸国で広く実践され重要性が認識

されている数多くの心理教育プログラムの総称であ

る。このうちＳＥＬ－８Ｓ（Social and Emotional 

Learning of ８ Abilities at the School）は，日

本語名を「学校における八つの社会的能力育成のた

めの社会性と情動の学習」という。 

 小泉（2014）は，生徒の社会的能力を偏差値で示

している。偏差値40～60を平均的な状態，60以上を

高い状態，40未満を低い状態とし，平均より低い状

態の生徒は，注意が必要であると述べている。 

平成27年６月22日に実施した，社会的能力に係る

生徒の自己評価と，各学年３人ずつによる教師評定

の結果を図４・５に示す。 

生徒の自己評価の結果から，社会的能力が身に付

いていないと感じている生徒は，第１学年83.9％，

第２学年64.9％，第３学年68.1％であった。このう

ちアセス要支援生徒は，全ての観点で学年平均を下

回っていた。また，不登校傾向生徒の「人生の重要

事態に対処する能力」は，全学年で他の項目と比べ

て八角形の凹みが大きく，平均は，学年平均，アセ

ス要支援生徒よりも低いことから，不登校傾向生徒

は，社会的能力が低い傾向にあることが分かった。 

さらに教師評定は，第１・２学年では全ての観点

で生徒の自己評価よりも高く，第３学年では低かっ

た。この差は，教師の行動観察からは測定できない

生徒の主観的な感じ方の表れであると考える。 

このように，生徒と教師それぞれの自己評価を比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

較して分析することで，課題となる生徒の能力や特

徴，教師の指導の留意点を明らかにできる。これは，

個別の指導・支援が必要な生徒にも，学級全体にも，

より具体的で効果的な指導方法の工夫として生かせ

るものと考える。 

イ 社会的能力を育てるＳＥＬ－８Ｓの取組 

小泉（2015）は，ＳＥＬ－８Ｓの指導の留意点と

して，八つの社会的能力のうち弱い能力だけに特化

するのではなく，８能力全てに取り組むことで，全

体のバランスの取れた生徒が増えると述べている。 

所属校では，事前アンケートで明らかになった不

登校傾向生徒の特徴である「人生の重要事態に対処

する能力」の弱さに着目しながら，８能力全てがバ

ランスよく高まるように構成し，第２学期に実施す

る指導計画を作成した。これを図６に示す。 

この指導計画は特別活動の授業に限定せず，身に

付けた能力をさらに強くする「強化」の活動として，

授業で扱ったＳＥＬ－８Ｓのポスターの掲示や帰り

の会等でのショートエクササイズを取り入れている。

本研究では，これらのＳＥＬ－８Ｓの授業とショー

トエクササイズを合わせたものをＳＥＬ－８Ｓの取

組と呼ぶこととする。また，学習したＳＥＬ－８Ｓ

の能力を，授業以外でも広く使えるよう，社会的能

力の「般化」の場面となる学校行事や活動を挙げて

いる。 

以上の考えを基に，ＳＥＬ－８Ｓの取組を行うこ

とで全ての生徒の社会的能力が向上し，生徒一人一

人の対人的適応が促進されて学校適応感が高まり，

不登校の未然防止につながると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図４ 社会的能力に係る生徒の自己評価（偏差値） 

  

 

  

図５ 教師評定（偏差値）による生徒の社会的能力 
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学年平均 

アセス 
要支援生徒 

不登校 
傾向生徒 

自己への気づき 積極的・ 
貢献的な 
奉仕活動 

人生の重要 
事態に対処 
する能力 

生活上の 
問題防止 
のスキル 責任ある 

意思決定 
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コント 
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時 

ねらいとする社会的能力 

 

題材名 

 

 

 

 

目 標 

 

 

 

 

帰りの会（ショート 

エクササイズ）での 

社会的能力の強化 

 

 

学校行事・ 

活動等での 

社会的能力 

の般化★★ 

基礎的 応用的  
自
己
へ
の
気
づ
き 

 
他
者
へ
の
気
づ
き 

 
自
己
の
コ
ン
ト
ロ
ｌ
ル 

 
対
人
関
係 

 
責
任
あ
る
意
思
決
定 

 
生
活
上
の
問
題
防
止
の
ス
キ
ル 

 
人
生
の
重
要
事
態
に
対
処
す
る
能
力 

 
積
極
的
・
貢
献
的
な
奉
仕
活
動 

事 
前 事前アンケートに回答し，望ましい人間関係を築いていこうとする社会的能力を高めていくことを意識する。 

第 
１ 
時 

○ ◎ ◎ ◎   ○  

第１ 
学年 

｢自分の特徴をよ 
く知ろう①｣ 

自分の長所や短所に気付
き，自己理解を深める。 

自分グラフ 

自分コマーシャル 
・友だちからのプラスのフィー 
ドバックにより見方を変えて 
自分を客観視させる。 
「『自分ＣＭ』を作成しまし 
ょう。」 

 

☆学級開き 
☆部活集会 
 
☆面接練習 
 
☆定期テスト 

への取組 

第２ 
学年 

｢自分の特徴をよ 
く知ろう②｣ 

また，自分の短所の克服
に建設的に取り組む方法
を知る。 

第３ 
学年 

｢自分の特徴をよ 
く知ろう③｣ 

さらに，実行への意欲を
もつ。 

第 
２ 
時 

  ◎ ◎ ◎ ◎   
第１ 
学年 

｢はっきり断ろう 
①｣ 

ネガティブに捉えがちな
「断る」という行為は他
者との良好な関係を維持
する上で重要な行動の一
つであることに気付く。 

アサーショントレーニング 

・適切な自己表現の仕方と，相 
手に伝わりやすい伝え方を身 
に付けさせる。 
「テーマを決めて班員とペア 
トークをしましょう。」 

断るのはこわかー ハリのワニ 
・適切な断り方の定着を図る。 
・ＳＥＬ－８Ｓポスターを教室 
掲示する。 

 

☆授業におけ 
る，話合い 
活動・ペア 
トーク 

 
☆防犯教室 
 
☆縦割り掃除 

の集会 
 
☆長期休業中 

の生活 

  ○ ○ ◎ ◎ ○  
第２ 
学年 

｢はっきり断ろう 
②｣ 

また，必要な場面で断る
スキルを身に付ける。 

  ◎ ○ ◎ ◎ ◎  
第３ 
学年 

｢危険な状況での 
断り方｣ 

さらに，危険な状況にお
いても断る意思をもち，
誘われても断るスキルを
身に付ける。 

第 
３ 
時 

 ○  ○ ○   ◎ 

第１ 
学年 

｢学校でのミニボ 
ラ｣ 

自分がやるべきことや，
果たすべき責任の範囲で
積極的に役割を果たすこ
ともボランティアと位置
付け，学校のちょっとし
た場面でボランティアが
できることに気付く。 

ボランティアパスポート 
・一定期間のボランティアを記 
録させ，ボランティアに対す 
る意欲付けを図る。 
「自分が今まで以上に進んで 
できそうな仕事や役割を考 
え，記録しましょう  

・一定期間を区切りとして「継 
続か」「別のことにするか」 
を選択させる。 

 

☆つながりを 
深めるデー 

 
☆縦割り掃除 
☆大掃除 
 
☆学校行事 

・運動会 
・文化祭 
・合唱祭 
・球技大会 
・生徒総会 
・挨拶運動 

第２ 
学年 

｢学校でのミニボ 
ラ｣ 

第３ 
学年 

｢地域ボランティ 
ア｣ 

また，地域においても家
庭や学校と同様に小さな
活動でも直接的・間接的
に自分が役立つ一員であ
るという意識を高める。 

第 
４ 
時 

◎  ○    ◎  
第１ 
学年 

｢私の夢｣ 

自分の弱さや困難への対
処法について知り，自己
理解を深め，自分の特徴
を基に，将来や夢につい
て考える。 

ストレスマネジメント 
・自分でできるちょっとしたス 
トレス対処法を身に付けさせ 
る。 
「心と体を落ち着かせる呼吸 
法と筋弛緩法を体験しまし 
ょう。」 

レジリエンスレッスン 
・困難な事態にも前向きに対処 
する方法を身に付けさせる。 
「１週間を振り返り，困難を 
うまく乗り越えられたこと 
を記録しましょう。｣ 

 

☆定期テスト 
への取組 

 
☆中体連等 

壮行式 
 
☆キャリア 

スタート 
ウィーク 

 
☆駅伝・マラ 

ソン大会 

◎    ○  ◎  
第２ 
学年 

｢夢への挑戦｣ 

また，自分の夢に向かっ
て，進路に係る目標を設
定し，今の生活を充実さ
せていこうとする意識を
高める。 

◎  ○  ◎  ◎  
第３ 
学年 

｢自分を見つめて｣ 
さらに，目標達成に向け
て困難な事態にも前向き
に挑戦する意欲をもつ｡ 

第 
５ 
時 

◎ ◎ ○ ◎   ○  

第１ 
学年 

｢長所を生かそう 
①｣ 

自分の長所に目を向け， 
改めて自己理解を深める｡ 

ほっとHotホットメール 
・身近な人との関わりや支えに 
対し，感謝の気持ちを伝える 
意欲付けをする。 
「友だちへほっとメールを送 
りましょう。」 

友だちコマーシャル 
・友だちから自分のＰＲをして 
もらうことで，自分のよさに 
改めて気付かせる。 
「『友だちＣＭ』を作成しま 
しょう。」 

 

☆３年生を 
送る会 

 
☆鍋給食会 
 
☆卒業式 
 
☆離退任式 
 
☆学級卒業式 

第２ 
学年 

｢長所を生かそう 
②｣ 

また，自分の長所を強み
として，進んで自分の力
を発揮しようと努力する
意識を高める。 

第３ 
学年 

｢長所を生かそう 
③｣ 

さらに，自分の長所を生
かし，余力を他人のため
に使おうとする意欲をも
つ｡ 

事 
後 事後アンケートに回答し，望ましい人間関係を築いていこうとする社会的能力について，振り返りと自己評価を行う。 

図６ 社会的能力を育てるＳＥＬ－８Ｓの取組 

\



 
       

(3) 不登校未然防止プログラム 

これまで述べたように，生徒の学校適応感を高め

るために，学習的適応を促進する取組として授業の

ユニバーサルデザイン化の視点に立った教科指導を

行うとともに，対人的適応を促進する取組としてＳ

ＥＬ－８Ｓの取組を行う。すなわち，教師が授業の

ユニバーサルデザイン化の視点に立ち，ＳＥＬ－８

Ｓの取組を行うことは，安心した学習環境の中で活

動に取り組み，学級の全ての生徒にＳＥＬ－８Ｓの

能力を身に付けられたと実感させることができるた

め，生徒の学習的適応を促進しながら対人的適応が

促進されると考える。また，生徒が身に付けたＳＥ

Ｌ－８Ｓの社会的能力を教科の授業で活用すること

は，友だちとの関わりの中で思考が深まり，気付き

や学びを得られて目標を達成できるため，生徒の対

人的適応を促進しながら学習的適応が促進されると

考える。 

したがって，授業のユニバーサルデザイン化の視

点に立った教科指導とＳＥＬ－８Ｓの取組を行うこ

とで，生徒の学習的適応と対人的適応が同時に促進

され，生徒の学校適応感を高めることにつながると

考え，不登校未然防止プログラムを作成した。 

 

Ⅲ 研究の目的 
本研究は，教師の授業のユニバーサルデザイン化

の視点に立った教科指導と生徒の社会的能力を育て

るＳＥＬ－８Ｓの取組を通して，生徒の学校適応感

を高める不登校の未然防止の在り方を追究すること

を目的とする。研究の構想図を図７示す。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 本研究の構想図 

Ⅳ 研究の仮説と検証の視点・方法 
 

１ 研究の仮説 
 授業のユニバーサルデザイン化の視点に立った教

科指導とＳＥＬ－８Ｓの取組を行えば，不登校傾向

生徒を含む全ての生徒の学習的適応と対人的適応が

促進されて学校適応感が高まり，不登校の未然防止

につながるであろう。 

 

２ 検証の視点・方法 
検証の視点と方法について，表３に示す。 

 
表３ 本研究の検証の視点・方法 

○検証の視点 
授業のユニバーサルデザイン化の視点に立った教科指導

とＳＥＬ－８Ｓの取組により，生徒の学校適応感を高める
ことができたか。 

○検証の方法 

◆アセスの事前・事後調査 
・「学習的適応」「教師サポート」「友人サポート」「向 
社会的スキル」「非侵害的関係」「生活満足感」の６ 
因子全34項目から，学校適応感について測定する。 

調査方法 質問紙を用いた５段階評定尺度法 

対  象 全校生徒220人 

実 施 日 

廿日市市で実施する年間３回のうち，第１回目， 
第２回目の実施計画に合わせて実施 
事 前 平成27年６月22日 
事 後 平成27年11月30日 

分析方法 
研究授業前後の各学年生徒と不登校傾向生徒の 
偏差値の平均値を比較 

◆授業のユニバーサルデザイン化の視点に立った教科指導 

に係る事前・事後調査 
・「環境サポート」「授業サポート」「人的サポート」  
 の３因子，教師全13項目，生徒全14項目から，学校適 

応感の学習的適応について測定する。 
調査方法 質問紙を用いた４段階評定尺度法 

対    象 
全校生徒220人 
教師12人 

実 施 日 
事 前 平成27年６月30日 
事 後 平成27年11月30日 

分析方法 
研究授業前後の各学年生徒と不登校傾向生徒の 
回答値の平均値を比較 

◆ＳＥＬ－８Ｓの社会的能力に係る事前・事後調査 

・「自己への気づき」「他者への気づき」「自己のコン 
 トロール」「対人関係」「責任ある意思決定」「生活 

上の問題防止のスキル」「人生の重要事態に対処する 
能力」「積極的・貢献的な奉仕活動」の８因子全26項 
目から，学校適応感の対人的適応について測定する。 

調査方法 

生徒…「学校生活についてのアンケート」 
質問紙を用いた４段階評定尺度法 

教師…「ＳＥＬの８つの社会的能力」 
   質問紙を用いた５段階評定尺度法 

対    象 
全校生徒220人 
教師９人（各学年教師３人ずつ） 

実 施 日 

事 前 平成27年６月22日 
直 前 平成27年９月８日（生徒のみ） 
事 後 平成27年11月30日 
強化後 平成27年12月21日（生徒のみ） 

分析方法 
研究授業前後の全校生徒と不登校傾向生徒の偏 
差値の平均値及び教師の偏差値の平均値を比較 

不登校未然防止プログラム 

アセスメント（アセスによる分析） 
【不登校の要因・背景】 

生活満足感 

対人的適応 
授業の  
デザイン化の視点★ 
に立った教科指導★ 

ＳＥＬ－８Ｓ 

の取組★★★ 

学習的適応 



 
       

Ⅴ 研究授業 
 

１ 授業のユニバーサルデザイン化の視点に

立った教科指導の実施 
(1) 実施計画 

○ 期 間 平成27年９月～11月 

○ 対 象 全校生徒220人，教師12人 

○ 方 法 

８月に所外研修で校内研修会を設定し，事前調

査のチェックシートを基にした授業のユニバーサ

ルデザイン化に係る授業モデルの実施について，

教師の共通理解を図る。９月から全教科で，授業

のユニバーサルデザイン化の視点に立った教科指

導に係る全教科共通の授業モデルを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 授業モデルを活用した指導・支援の工夫 

各教科担任が，授業のユニバーサルデザイン化の 

視点に立った教科指導を意識して行えるよう，全教

科共通の指導・支援として，図３の授業モデルを示

す。また，各教科の授業観察や聞き取りを行った指

導・支援の工夫例をまとめ，教科間で交流する。 

(3) 授業のユニバーサルデザイン化の視点に立っ

た各教科の指導・支援の工夫例と生活の中にあ

るユニバーサルデザイン化の工夫例 

所属校において，授業のユニバーサルデザイン化

の視点に立った全教科共通の授業モデルと各教科の

取組を実施した。各教科の指導・支援例と合わせ，

学校生活の中にあるユニバーサルデザイン化につい

てまとめた指導・支援の工夫例の一部を表４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表４ 授業のユニバーサルデザイン化の視点に立った各教科の指導・支援の工夫例と生活の中にあるユニバーサルデザイ 
★★★ン化の工夫例の一部  【☆全体への指導・支援の工夫例 ★個への指導・支援の工夫例】★★★の工夫例】★★★★★ 

国 
語 

ノートの 
構造化★ 

☆ノートの３分割で，使い方・書き方・学習のルールを徹底させる。 
（【上段:予習…意味や読み】【中段:本時…板書】【下段:復習…家庭学習，感想，メモ等】） 

暗唱学習 
☆ポケットサイズのチェックカードを準備し，いつでも暗唱テストにチャレンジさせることで，何度でも「できた」 

の成功体験につなげる。 
★暗唱サイズを分割し，スモールステップで達成を促す。 

社 
会 

資料の見 
方や活用 

☆ＩＣＴを活用し，生徒の興味・関心を高めるよう，地形図の拡大表示等の教材提示をする。 
★ポインターを使って操作することで，机間指導しながら生徒席付近での説明や指示をする。 

単元の 
構造化 

☆単元の全体像を示してゴールを明らかにし，毎時間の授業を進める。 
★机間指導の際の言葉掛けを重視し，指導・支援を要しない活動に関しては，積極的な言葉掛けはせず，指導・支援 

の強弱を付ける。 

数 
学 

既習事項 
の活用★ 

☆ＩＣＴを活用して既習事項を示すことで自力解決を促す。提示された既習事項はプリントアウトして黒板に掲示し， 
必要に応じてヒントとして選択させる。掲示プリントは，それ自体が区切られた枠内を見る配慮となって，注目度 
が高まる。 

☆数学科教室に解き方のポイントや公式，既習事項を掲示する。視覚刺激軽減のため教室背面のみに掲示する。 

空白時間 
の排除★ 

☆授業終末を待ち時間とさせず，進んで練習問題に取り組ませることで，普段から自分の勉強方法を工夫することに 
価値を置く指導とする。 

★練習問題に取り組ませる時間に机間指導をすることで，質問しやすい場を設定する。 

理 
科 

ワーク 
シート 

☆板書との位置関係が一致しているワークシートによる見通しをもたせた学習を進める。 
☆ワークシートの本時の「まとめ」の後に練習問題があり，授業と家庭学習の連動を図る。 

教材★ 
ソフト 

☆理科ソフトを使い，血液の流れのような，実際は見えないもののイメージを視覚的に捉えさせる。 
☆文字による情報を軽減し，授業の流れをシンプルにする。 

音 
楽 

器楽指導 
☆リコーダー楽譜に新出の運指を示したものを配付し，奏法を教師がモデリングする。 
★階名記入されている楽譜，または階名＋運指図を示した楽譜を選択させることで，練習時間を確保する。 

鑑賞指導 
☆批評文を交流させる学習形態の変化で「個：考える→ペア：つなげる→班：高める→全体：広める→個：まとめる」 

をパターン化する。 

美 
術 

制作への 
意欲喚起 

☆上級生の作品を常設展示し，よりよいものを完成させたいという意欲と，作品へのイメージを膨らませる。 
☆アイデアスケッチの時間を十分確保する。 

制作進度 ☆生徒一人一人に応じた１時間の活動工程の目標設定を出席番号で板書する。 
保 
健 
体 
育 

学習カー 
ドの利用 

☆単元の目標を明確化することで，１時間ごとの達成度を意識させ，全員の技能の習得を図る。 
☆授業のパターン化で，活動が始まって教師との距離ができる前に言葉掛けをし，活動やルールの徹底をする。 

模範演技 
☆ダンスにおける模範演技を対面で行う際，教師は左右逆に鏡の動きで指導する。 
★自主練習のためのｅ-ラーニング教材の作成や，演技直後に動画で自分の動作を確認させてイメージをつかませる。 

技 
術 
・ 
家 
庭 

ワーク 
シート 

☆作業の流れとポイントを示し，１時間の活動内容とゴールを明確にする。 
★机間指導で，補助線を引く等，個に応じて指導・支援の手立てを変える。 

生活との 
結び付き 

☆授業の内容が実生活でそのまま役立つことを掲示し，授業と生活をつなぐ。 
☆イラストとともに示す文字サイズと文字量に強弱を付け，見れば分かる掲示物に工夫する。 

外 
国 
語 

基礎・基 
本の定着 

☆語呂合わせで，教師と生徒が英語の決まりの掛け合いをし，定着を図る。 
★意図的指名で，教師と一緒にリズム読みさせ，定着を図る。 

学習意欲 
の喚起★ 

☆生徒の発言や活動に対し「OK!」「Good!」「So great!」の言葉掛けや拍手で積極的に肯定的な評価や称賛を行う。 
☆教師の肯定的な評価がモデルとなり，生徒同士のプラスのフィードバックにより全ての生徒に１時間の中で活躍で 

きたと実感させる。 

学校生活の中 
☆学習ルール（聴き方・話合い）を語呂合わせのポスターにして掲示する。 
☆環境整備（ロッカー・靴箱・座席）についてモデル写真にして掲示する。 
☆各掲示物へのタイトルを表示する。 

 
 



 
       

(4) ＳＥＬ－８Ｓの視点を取り入れた教科指導 

良好な人間関係を意識させる活動等を取り入れる。

例えば，授業の話合いや学び合いの場面では，ＳＥ

Ｌ－８Ｓの取組で身に付けた聴き方や話し方等の社

会的能力を活用させたり，関わり合いの態度を意識

させたりすることで，教科の授業においても，学習

的適応と同時に，対人的適応を促進させる。 

 

２ ＳＥＬ－８Ｓの取組の実施 
(1) 実施計画 

○ 期 間 平成27年９月～11月と12月 

12月を学習した社会的能力の強化期間 

とする。 

○ 対 象 第１学年（64人），第２学年（78人） 

第３学年（78人），教師（９人） 

○ 単元名 「人とのつながりを大切にしよう」 

○ 指導のねらい 

人間関係能力に係る社会的能力と，望ましい人

間関係を築いていこうとする態度を育てる。 

(2) 研究授業の指導・支援の工夫 

小泉（2014）は，ＳＥＬ－８Ｓの授業に際しては

より個別の評価が望まれると述べている。 

本研究においても，事前調査の生徒の自己評価と

教師評定の偏差値を基に，社会的能力が低く授業で

重点的に指導・支援を向ける生徒と，社会的能力が

高く，授業でモデリングの候補となる生徒を把握し

て座席表を準備する。また，不登校傾向生徒につい

ても座席表に示す。この授業のユニバーサルデザイ

ン化の視点を取り入れた授業を行うことで，個々の

生徒をより丁寧に指導することができると考える。

これを図８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(3) 授業のユニバーサルデザイン化の視点を取り

入れたＳＥＬ－８Ｓの取組 

学級の全ての生徒に，楽しく分かりやすく学びや

すさを実感させる指導・支援の工夫を取り入れる。

例えば，授業の導入では，クローズドクエスチョン

で挙手をさせたり，ネームプレートを用いて意思表

示をさせたりして授業のスタートをそろえる。展開

では，学ぶスキルや態度に係るＳＥＬ－８Ｓのポス

ターを提示することで，語呂合わせの順に考えれば

よいよう促す。終末には，学習後に期待される生徒

像について教師がまとめ，生徒自身が学習した社会

的能力を生活の様々な場面で活用していくことを意

識させる。また，ワークシートをカラー印刷するこ

とで，記述した生徒の言葉を授業後にそのまま学習

成果物として掲示し，友だちの考えに出合わせる学

び合いの場とする。これにより，ＳＥＬ－８Ｓの取

組においても，対人的適応と同時に，学習的適応を

促進させる。 

(4) ＳＥＬ－８Ｓの取組の研究授業の実際 

ア 第１時 

(ｱ) 学習の展開 

第１時「自分の特徴をよく知ろう」では，エゴグ

ラムに取り組んだ。「長所の方程式」を活用して自

分の長所を班で交流し，その後，短所を克服するた

めにできることを考え，ワークシートに記入した。 

(ｲ) ショートエクササイズ 

エゴグラムや友だちからのプラスのフィードバッ

クで得た自分の長所，リフレーミングの視点で自身

の見方を変えて客観視できたことを基にし，円グラ

フに自分の特徴の割合を書き込む「自分グラフ」を

作成した。 

(ｳ) 生徒の様子 

生徒が記述した振り返りの一部を表５に示す。 

 
表５ ワークシートの記述（一部） 

第１学年 
「私の長 

所」 

・友だちから自分の長所を言われて自分が知らな 
い自分の良さを知ることができて嬉しかった。 

・自分の特徴を知ることで，自分がどんな人なの 
かを人に伝えるときに役立つと思った。 

第２学年 
「エゴグ
ラム」 

・自分の特徴が分かった。グラフの高いところは 
マイナスの面が出ないように注意して，低いと 
ころはプラスの面を意識して出そうと思う。 

・自分の短所を改めて見直すことができた。昔か 
ら変わっていないところも，少しずつ意識して 
変わっていけることが分かった。 

第３学年 
「自分グ 

ラフ」 

・誰かが困っているときや友だちに対して，自分 
の長所を生かして役に立っていきたいと思う。 

・自分の将来を考えるとき，夢を見付けることに 
つながると思うし自分に自信がもてると思う。 

  

イ 第２時 

(ｱ) 学習の展開 

第２時「はっきり断ろう」「危険な状況での断り

方」では，断り方のスキル学習に取り組んだ。実生

活を想定しながら七つの「断る」場面カードを使っ

てロールプレイをし，全員が，断るべき状況におけ

る適切な断り方を発表した。ロールプレイに慣れて

いない生徒がスムーズに活動できるよう，授業の導

 教 卓 k 

 ▲      ○ 
◎        
   ▲ ○  ▲  
       ▲ 
    ▲   ◎  

▲ … 生徒の自己評価と教師評定の偏差値平均が40未満 
○ … 生徒の自己評価と教師評定の偏差値平均が55～60未満 
◎ … 生徒の自己評価と教師評定の偏差値平均が60以上 
  … 不登校傾向生徒 

 

図８ ＳＥＬ－８Ｓの授業における座席表（例） 

 



 
       

入にコミック会話の役割演技をさせたことで，ロー

ルプレイの活動場面では，生徒同士で学習に取り組

むことができた。 

(ｲ) ショートエクササイズ 

テーマを決めてペアトークする「アサーショント

レーニング」を実施した。互いの感想から，相手と

の距離を考えた声の大きさや目線，言葉遣いや身振

り手振り等，適切な自己表現の方法と，相手に分か

りやすい伝え方について考えた。 

(ｳ) 生徒の様子 

ＳＥＬ－８Ｓの「こわかー」「ハリのワニ」のポ

スターに合わせ，第１学年と第２学年は「こ：断る

→わ：ワケを伝える→か：代わりの案を言う」の順

に，第３学年は「ハ：はっきり断る→リ：理由を伝

える→ワ：話題を変える→ニ：最後は逃げる」の順

に断るセリフを考えてワークシートに記述しロール

プレイに取り組んだ。内容の一部を表６に示す。 

 
表６ ワークシートの記述（一部） 

第１学年 
「ＳＴＯ 
Ｐ⑨」 

・こ：ごめん。→わ：長電話しとったら携帯禁止 
になるからもう切るね。→か：明日学校で聞か 
せてね。楽しみにしとるね。バイバイ。 

・こ：ごめーん。→わ：ウチは９時からは電話で 
きないルールなんだ。→か：明日また続き話そ 
うや。じゃまたね。 

第２学年 
「先輩に 
 断ろう」 

・こ：先輩すみません。→わ：係の仕事があるの 
で，クラスで居残りがあります。→か：終わり 
しだいクラブに行きます。 

・こ：すみません。→わ：口内炎ができて今日は 
楽器が吹けません。→か：だから楽譜を見て指 
番号だけの練習をします。 

第３学年 
「一緒に 
 タバコ 
 を吸わ 
 ないか」 

・ハ：イヤです。→リ：私らまだ未成年だし，そ 
んな興味ありません。→ワ：それよりも昨日の 
テレビ見た？→ニ：あっ，用事思い出したけぇ 
帰るね。バイバイ。 

・ハ：えっ無理。「ダメ。ゼッタイ」と同じだ。 
→リ：体に害があるしやめろよ。タバコって金 
かかるしやめられなくなったら大変だ。→ワ： 
それ以上誘うんだったら，俺らもう友だちじゃ 
ない。→ニ：もう帰る。 

 

ウ 第３時 

(ｱ) 学習の展開 

第３時「学校でのミニボラ」「地域ボランティア」

では，学校生活の中のボランティアを見付け，学校

や家庭，地域における自分の果たすべき役割と，ボ

ランティアが大切にされている理由を考えた。 

(ｲ) ショートエクササイズ 

自分が果たすべき役割を考え，５日間連続して取

り組む「今よりも積極的にできそうなこと」を決定

し，その他のボランティアと合わせて「ボランティ

アパスポート」として記録を付け続けた。 

(ｳ) 生徒の様子 

生徒が記述した振り返りの一部を表７に示す。 

表７ ワークシートの記述（一部） 

第１学年 
「わたし 
 発ボラ 
 ンティ 

  アパス 
  ポート」 

・ボランティアをするといろんな人が「ありがと 
う」や「助かったよ」と言ってくれて，どんど 
んボランティアができた。これからも進んでボ 
ランティアをしていこうと思う。 

・５日間を通して，自分で決めたボランティアも 
気付いてやってみた「ちょボラ」もよくできた 
と思う。このパスポートがなくてもボランティ 
アを続けていきたいと思う。 

第２学年 
「学校行 
 事もミ 
ニボラ 

  です」 

・１年生のときは，合唱で金賞を取りたいという 
気持ちだったけど，精いっぱい声を出して，ク 
ラスのみんなと協力して一生懸命歌うことで， 
見に来た人に喜んでもらえるし，自分の役割を 
果たせたかどうかで，自分の成長を確認するこ 
とができると思う。 

・吹奏楽の発表では，先輩の最後のステージなの 
で，今までの感謝の気持ちを込めて，先輩の支 
えとなることが自分の役割だと気付いた。 

第３学年 
「ボラン 

  ティア 
はなぜ 

  大切？｣ 

・自分の思いの押し付けでは，ボランティアとは 
いわない。喜んですることで，たくさんの人か 
ら「ありがとう」を集めたい。 

・まだ中学生だから，限られた中でボランティア 
をするしかないけど，自分のできることを見付 
けて工夫すれば，小さいことでも大きな成果に 
つながると思う。 

 

エ 第４時 

(ｱ) 学習の展開 

第４時「私の夢」「夢への挑戦」「自分を見つめ

て」では，まず，小泉（2011）の示す学校生活を構

成する「運動」「芸術」「対人関係」「学習」の四

つの分野についての興味や行動をチェックすること

により，得意なものや興味をもっているものを明ら

かにする。次に，夢の実現や目標の達成の過程で起

こり得る困難を予測して，ストレスの対処法につい

て振り返り，教師や友だちの意見を取り入れながら

自分に合ったストレスやりくり法について考えた。

最後に，自己チェックの結果を話し合うことで，自

分の特徴や行動に改めて気付くことができた。 

(ｲ) ショートエクササイズ 

 夢の実現や目標の達成には，困難な事態にも前向

きに対処する方法や気持ちが必要であることを知る

「レジリエンスレッスン」と，ストレスは長引かせ

ないことが大切で自分に合った気持ちの切り替え

方法を知る「ストレスマネジメント」を実施した。 

(ｳ) 生徒の様子 

ＳＥＬ－８Ｓの「リスに」「弁慶のイスさ」のポ

スターに合わせ，第１学年と第２学年は「リ：生活

のリズムを整える→ス：ストレスやりくり法→に：

苦手科目の克服」の順に，第３学年は「弁：勉強，

特に苦手科目の克服→慶：計画を立てる→イ：家の

過ごし方→ス：ストレスやりくり法→さ：支えとな

る言葉や人」の順に目標達成のポイントを考えた。

生徒が記述したワークシートの一部を表８に示す。 



 
       

 表８ ワークシートの記述（一部） 

第１学年 
「私の夢」 

・自分は将来の夢をまだ決めていないが，興味や 
得意なことを生かせる職業に就きたいと思う。 

・夢を叶えるためにはどんな方法が自分に合って 
いるのかをよく考えることが大切と分かった。 

第２学年 
「夢への 
 挑戦」 

・リ：早寝早起きをする。→ス：ペットと遊ぶ。 
→に：数学の提出物を早めに終わらせる。 

・リ：時間を決めてだらだらしない。→ス：ダン 
ス。→に：理科は授業でわからないところは， 
先生に質問する。 

第３学年 
「自分を 
  見つめ 

て」 

・弁：数学はどんどん問題にあたる。→慶：「今 
日は～をやる」を決めて勉強しない日をつくら 
ない。→イ：時間設定をしてメリハリを付ける。 
→ス：好きな音楽を聞いて気持ちの切り替えを 
する。→さ：「人生が二度あるならこんな険し 
い道は選ばない。」 

・弁：英語は宿題プラス問題集で解き方のコツを 
覚える。→慶：平日は３時間30分以上，休日は 
プラス１時間。→イ：就寝時間は12：00にして， 
健康に気を付ける。→ス：体力を落とさないた 
めにもジョギングをすることで，ストレスをや 
りくりする。→さ：本田圭佑選手の「１年後の 
成功を想像すると，日々の地道な作業に取り組 
むことができる。」 

  

オ 第５時 

(ｱ) 学習の展開 

小泉（2011）は，教師以上に日常的に接している

友だちによる評価は，生徒の社会的能力に基づく行

動の評価として重要な意味をもつと述べている。 

第５時「長所を生かそう」の前半は，生徒の学校

生活で日常的に見られる行動について，生徒同士の

相互評価を行う。後半は，第１時のエゴグラムの結

果と比較して，自分のことは自分以外の人からも知

ることができることを理解する。 

(ｲ) ショートエクササイズ 

本時（第５時）の授業後から３週間目の強化期間 

に，「ほっとＨｏｔホットメール」を作成した。 

(ｳ) 生徒の様子 

生徒が記述した振り返りの一部を表９に示す。 

 
表９ ワークシートの記述（一部） 

第１学年 
「長所を 
 生かそ 
 う①」 

・クラスの中でリーダーとして認められているこ
とが分かった。いろいろな人の意見を聞いてま
とめて交流するのに生かしていきたいと思う。 

・クラスの中で，優しい特徴を出せていることが
分かった。友だちが悲しんでいたら，声を掛け
たり話を聞いたりして安心させてあげたい。 

第２学年 
「長所を 
 生かそ 
 う②」 

・勉強も生活も，積極的にしようと思っていたと
ころが，クラスでも発揮できていたのでよかっ
た。これからはボランティア活動などで，人の
ために自分の良さを生かしていきたいと思う。 

・リーダー面が成長していることが分かった。ク
ラスや部活で，困っている人や悩んでいる人が
いたら，声を掛けられるようにしたい。 

第３学年 
「長所を 
 生かそ 
 う③」 

・自分の特徴の中で，責任感が最も身に付いてい
ることが分かった。将来，何かの役職になった
とき，人のせいにせず，自分のやるべきことを
きちんとやって迷惑をかけない人になりたい。 

・冷静に気持ちを切り替えられることが自分の強 
さだと分かった。何か問題が起こったときにも 
自分の力で乗り越えていこうと思う。 

(5) ＳＥＬ－８Ｓの取組の強化期間における

ショートエクササイズの実際 

研究授業後の３週間を学習したＳＥＬ－８Ｓの能

力の強化期間として意図的に設定した。授業で行う

ショートエクササイズと合わせて，強化期間におけ

る三つのショートエクササイズを開発，実施した。 

帰りの会の10分程度を使い，学級担任が生徒の日

常生活を想定した一場面に取り組ませる。その際，

指導の留意事項に指導者の話す内容としてセリフを

示し，学級間での差異を無くした。この指導者のセ

リフについては，本時の授業のティームティーチン

グで行う際の学習指導案にも示し，Ｔ１とＴ２の役

割を明確化することで個々の生徒への指導・支援の

補完とした。強化期間の指導計画を表10に示す。 

 

表10 ショートエクササイズの実施計画 

実施 
期間 

ショートエ 
クササイズ 

【ＳＥＬ－８Ｓの学習領域】 
「強化する社会的能力」 

11／30 
～ 

12／４ 
① 

「はっきり 
断られた 
ときは」 

【問題防止】 
「他者への気づき」 
「対人関係」 
「生活上の問題防止のスキル」 

12／７ 
～ 

12／11 
② 

「なぜ!?  
ほっとい 
てくれな 
いの!!」 

【進路】 
「他者への気づき」 
「自己のコントロール」 
「人生の重要事態に対処する能力」 

12／14 
～ 

12／18 
③ 

「ほっと 
Ｈｏｔ 

 ホット
メール｣ 

【自己・他者への気づき】 
「自己のコントロール」 
「対人関係」 
「人生の重要事態に対処する能力」 

 

ア ショートエクササイズ①「はっきり断られた

ときは」 

「断る」スキル学習の強化として，「断られた」

際の状況について考えた。 

相手に断られたとき，起こってもいないことへの

不安を感じたり，不満をもったりすることなく相手

のことを考えて「断る」という行為を受け入れるこ

とは，相手を尊重する態度になることと，「断る」

行為を受けたとき，それ以上しつこく誘わないこと

は，他者との良い関係を維持する上で大切な関わり

方であることを強化した。さらに「断る」側にも「理

由を述べてはっきり断る」ことの大切さを強化した。 

イ ショートエクササイズ②「なぜ!? ほっとい

てくれないの!!」 

逆境体験の多くが人間関係であることを想定し，

周囲の人に対する自分の捉え方について考えた。 

家族，友だち，先生，先輩や後輩に対し，相手の

立場に立つことで，他者の感情や，自分に対してど

んな気持ちで関わってくれているかを理解し，相手

との関係を適切に対処する能力を強化した。 



 
       

ウ ショートエクササイズ③「ほっとＨｏｔホッ

トメール」 

身近な人との関わりや支えに対し，良好な人間関

係に必要な「感謝」のポジティブ感情を強化するた

めにメッセージカードを作成した。 

他者にしてもらって嬉しかったことを想起させ，

感謝の気持ちを伝えることで，互いの尊重と，良好

で協力的な人間関係の維持と発展をさせる能力を強

化した。 

 

Ⅵ 研究の結果と考察 
 生徒の学校適応感の事前・事後調査の比較のため

に，①授業のユニバーサルデザイン化の視点に立っ

た教科指導，②ＳＥＬ－８Ｓの取組，③アセスの順

に結果を分析し，考察する。 

 

１ 授業のユニバーサルデザイン化の視点に

立った教科指導における分析と考察 

(1) 教師の変容 

 授業のユニバーサルデザイン化に係る教師の回答

の変容を図９に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業モデル実施後において，全ての因子で肯定的

な回答が90％を超えた。 

このことから，教師の授業のユニバーサルデザイ

ン化の視点に立った教科指導における指導・支援が

積極的に実施されたことが分かる。 

次に，授業のユニバーサルデザイン化に係る教師

の事前・事後調査の結果を図10に示す。 

授業モデル実施後において，全ての因子で有意な

上昇が認められた。 

 

 
  

 

 

次に，教師の振り返りを表11に示す。 

 
表11 教師の振り返り 

教 
師 

・楽しく，分かりやすい授業のための教材研究が活発 
になり，よりよい授業づくりになった。 

・教材研究が進み，全ての生徒にとって分かりやすい 
授業をしようとすることができた。 

・授業づくりを向上させるために，教師自身も専門性 
を高める意識が強くなった。 

生 
徒 

・全ての生徒が見通しをもって授業に参加し，今日の 
授業では「～がわかった」「～を考えることができ 
た」と実感するようになった。 

・活動や，話合いに参加しようとする意欲をもたせる 
 ことができた。 
・「自分にもできるかもしれない」という期待感や安 
心感を与えることができた。 

教 
師 
と 
生 
徒 

・生徒も教師も安心して授業にのぞむことができた。 
・個人からペア，ペアから違うペア，ペアからグルー 
 プへ，関わり方の形態を変えることで，生徒同士の 
コミュニケーションがとれた。 

・自分だけでなく仲間も一緒に賢くなろうという意識 
が高まり，協働学習的な取組としての，小集団の活 
動が充実してきた。 

 

 これらの数値の変容と振り返りから，教師が授業

のユニバーサルデザイン化の視点に立った教科指導

を行うことは，生徒への適切な指導と必要な支援の

方法や態度についての意識を高め，学級の全ての生

徒にとって，楽しく分かりやすく学びやすさを実感

させるための，教師の具体的な対応として有効であ

ったと考える。 

(2) 教師の取組と生徒の変容 

授業のユニバーサルデザイン化に係る生徒の事

前・事後調査の結果を図11に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前★   事後      ＊p＜0.05 ＊＊p＜0.01 (n = 12) 

 

図10 教師の事前・事後調査（回答値） 
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図９ 指導・支援に係る教師の回答の変容 
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図11 生徒の事前・事後調査（回答値） 
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授業モデル実施後において，全校生徒，アセス要

支援生徒，不登校傾向生徒の全ての因子で有意な上

昇が認められた。 

これらの数値の変容から，教師が授業のユニバー

サルデザイン化の視点に立った教科指導を行うこと

は，不登校傾向生徒及び学校不適応を起こす可能性

のあるアセス要支援生徒を含む全ての生徒にとっ

て，学習がうまくできるようになるための教師から

の指導・支援として有効であったと考える。 

次に，不登校傾向生徒の「第２学期の授業で頑張っ

たこと」の振り返りと回答値の変容を表12に示す。 

 
表12 不登校傾向生徒の振り返りと回答値の変容 

 

回答値の変容 
△上昇 ▼低下 

振り返り  
環 
境 

 
授 
業 

 
人 
的 

準 
不 
登 
校 

Ａ △ △ △ 
どの授業でも，集中してノートをまとめる
ことを頑張った。 

Ｂ △ △ △ 
授業で，ノートを分かりやすくまとめるこ 
とができた。 

Ｃ △ △ △ 
先生が「ここは大切」と言ったところを集 
中して聴くことができた。 

Ｄ △ △ △ 
前よりも，自分なりに落ち着いて授業を受 
けることができた。 

Ｅ △ △ △ 
これからもノートやワークシートは，きれ 
いにまとめられたらいいと思った。 

Ｆ △ △ △ 
人の話を最後までよく聴くことができた。 
 

Ｇ △ △ △ 
テストで重要なところに，ノートに目立つ 
色で分かりやすくまとめることができた。 

不 
登 
校 
相 
当 

Ｈ △ △ △ 
分からないときに先生に質問して，分かる 
ようになり，とても嬉しいと思った。 

Ｉ △ △ △ 
休憩時間と授業の気持ちを切り替えて，授 
業をスタートできた。 

Ｊ △ △ △ 
（無記入） 
 

 

不登校傾向生徒の回答値は，全ての因子で全員が

上昇している。このことから不登校傾向生徒は，学

校生活の中心である授業で，教師の授業のユニバー

サルデザイン化の視点に立った教科指導を有効に感

じ，落ち着いた気持ちで授業にのぞんだり，ノート

やワークシートを使って学習の理解をしたりしなが

ら，前向きに活動や作業を進めることができるよう

になったと考える。 

 

２ ＳＥＬ－８Ｓの取組における分析と考察 

(1) 研究授業直前・直後の生徒の変容 

 ＳＥＬ－８Ｓの社会的能力に係る全校生徒の研究

授業直前・直後調査の結果を図12に示す。 

全校生徒では，研究授業実施直後において，全て

の因子で上昇が見られ，「自己のコントロール」を

除く８因子中７因子では，有意差が認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

次に，ＳＥＬ－８Ｓの社会的能力に係るアセス要

支援生徒の研究授業直前・直後調査の結果を図13に

示す。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

アセス要支援生徒では，研究授業実施直後におい

て，全ての因子で上昇が見られ，８因子中５因子で

は，有意差が認められた。 

次に，ＳＥＬ－８Ｓの社会的能力に係る不登校傾

向生徒の研究授業直前・直後調査の結果を図14に示

す。 

平成27年６月の事前調査で対象とした不登校傾向

生徒13人に対し，直前９月・直後11月の調査で対象

とした不登校傾向生徒は10人である。これは，不登

校傾向生徒のうち，第２学期に不登校となった３人

の生徒が，ＳＥＬ－８Ｓの研究授業への出席が１回

以下であることから授業を十分受けていないと考

え，ＳＥＬ－８Ｓの研究授業の有効性を見取るため

に，この３人を除く10人の直前・直後調査を比較す

ることとした。 

事前★   事後      ＊p＜0.05 ＊＊p＜0.01 (n = 202) 

 

図12 全校生徒の直前・直後調査（偏差値） 
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図13 アセス要支援生徒の直前・直後調査（偏差値） 
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不登校傾向生徒では，研究授業実施直後において

全ての因子で上昇が見られ，８因子中５因子で有意

差が認められた。 

これらの数値の変容から，ＳＥＬ－８Ｓの取組は

不登校傾向生徒及び学校不適応を起こす可能性のあ

るアセス要支援生徒を含む全ての生徒にとって，自

分の力を発揮しながら，周囲の人々や集団と良好な

人間関係や関わりをもつ力を身に付ける学習として

有効であったと考える。 

次に，不登校傾向生徒のＳＥＬ－８Ｓの取組の振

り返りと偏差値の変容を表13に示す。 

不登校傾向生徒の「自己への気づき」「生活上の

問題防止のスキル」の偏差値は全員上昇していた。

このことから，不登校傾向生徒は，自己を見つめる

活動や他者からの評価により，人との良好な関係を

築いていく上での自分の特徴を理解することができ

たと考える。しかし，「対人関係」では４人の偏差

値に低下が見られた。この社会的能力は，日常生活

の多くの場面で要求される力であり，コミュニケー

ションの基礎をなす力として，自分の思いだけを絶

対化せず他者の多様な思いがあることを認め，授業

の中で良好な人間関係を築いていこうとする態度や

スキルを育てる必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表13 不登校傾向生徒の振り返りと偏差値の変容 
 社会的能力の偏差値の変容 

△上昇 ▼低下 ◇変化なし 

振り返り 

基礎的 応用的  
自 
己 
へ 
の 
気 
づ 
き 

 
他 
者 
へ 
の 
気 
づ 
き 

 
自 
己 
の 
コ 
ン 
ト 
ロ 
ｌ 
ル 

 
対 
人 
関 
係 

 
責 
任 
あ 
る 
意 
思 
決 
定 

 
生 
活 
上 
の 
問 
題 
防 
止 
の 
ス 
キ 
ル 

 
人 
生 
の 
重 
要 
事 
態 
に 
対 
処 
す 
る 
能 
力 

 
積 
極 
的 
・ 
貢 
献 
的 
な 
奉 
仕 
活 
動 
 

準 

不 

登 

校 

Ａ △ △ △ △ △ △ △ △ 自分のことも，他の人のこと 
も考えられる人になりたい｡ 

Ｂ △ △ △ △ △ △ △ △ 
自分のよさを生かして，人に 
感謝されることをしたい。 

Ｃ △ △ △ △ △ △ △ ▼ 
すぐ諦めず粘り強く頑張って 
結果が残せる人になりたい。 

Ｄ △ △ △ ▼ △ △ △ △ 
（無記入） 
 

Ｅ △ △ △ △ △ △ △ △ これからもちょボラを自分か 
ら進んで積極的にしたい。 

Ｆ △ ◇ △ ▼ △ △ ▼ △ 誰とでも，どんな人とでも仲 
良くできる人になりたい。 

Ｇ △ ◇ △ ▼ ▼ △ △ △ 人のために自分から進んで動 
ける人になりたい。 

不 

登 

校 

相 

当 

Ｈ △ △ △ △ △ △ △ △ 介護福祉士になって，地域の 
一員として社会に貢献したい｡ 

Ｉ △ ▼ ▼ △ △ △ △ △ 何かあったとき自分を頼って 
もらえるようにしておきたい｡ 

Ｊ △ ▼ ▼ ▼ ▼ △ ▼ △ 感情に流されず，自分をコン 
トロールできる人になりたい｡ 

 

(2) 教師評定による生徒の社会的能力の変容 

 学年教師から見た，生徒のＳＥＬ－８Ｓの社会的

能力に係る事前・事後調査の結果を図15に示す。 

ＳＥＬ－８Ｓの取組の，研究授業実施直後におい

て，教師の評価が全学年とも全ての因子で上昇し，

直後調査の八角形が外側へ広がった。 

また，学年教師間の評定の差が小さくなった。こ

れは，ＳＥＬ－８Ｓの取組を学年がそろえて実施す

ることで，生徒を評価する観点が明確になり，基準

がそろってきたことによるものと考える。 

さらに，授業のユニバーサルデザイン化の視点に

立った教科指導に取り組んだことにより，生徒の社

会的能力に対して積極的に肯定的評価をするように 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図15 教師評定による生徒の社会的能力の変容（偏差値） 
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図14 不登校傾向生徒の直前・直後調査（偏差値） 
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なった教師側の変容が影響していると考える。 

次に，ＳＥＬ－８Ｓの取組を通して社会的能力を

身に付けることでどのような生徒像を期待するか，

教師の振り返りを表14に示す。 

 

表14 教師の振り返り 

期 
待 
す 
る 
生 
徒 
像 

・他人や自分を大事にする。 
・今後の社会の変化に対応し，物，心の両面で，豊か 
 な生活を築くことができる。 
・リーダーとして社会を引っ張ることができる。 
・自分自身をよりよく高め，誰とでも協力して豊かな 
 社会の実現のために貢献する。 
・自分も相手も大事な存在として認め合い，明るく豊 
 かな社会の実現のために実行し続けることができる。 
・どんな事にも，自他のよりよい生活のため社会に貢 
 献する。 
・何事にも自分の考えをしっかりともち，冷静に判断 
し，適切な行動を選択することができる。 

 

これらの教師による生徒の社会的能力に係る評価

と振り返りから，教師は良好な人間関係を築くため

のスキルや態度を身に付ける学習として，ＳＥＬ－

８Ｓの取組を有効と感じていることが分かる。これ

は，ＳＥＬ－８Ｓの取組にロールプレイやペア・グ

ループで活動する場面が多く，生徒たちが，カード

を使ったり動作化を伴ったりする学習を楽しみなが

ら活動できるよう設定しつつ，効果を上げているか

らだと考える。言い換えれば，生徒が意欲的に取り

組んでいる活動は，教師のねらいとする社会的能力

やスキルを習得する活動であり，生徒が楽しみなが

ら自然と身に付けて，目標を達成することのできる

学習になっているからと考える。 

(3) 強化期間後の生徒の社会的能力の変容 

 ＳＥＬ－８Ｓの社会的能力に係る，生徒の事前６

月，直前９月，直後11月，強化後12月の調査の結果

を図16に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強化後の社会的能力は，全ての因子において有意

な上昇，または偏差値を高めたまま維持していた。 

また，ＳＥＬ－８Ｓの取組に係る本時の授業は出

席できなかったが，帰りの会で行うショートエクサ

サイズには参加し，学級の仲間らと一緒に，同じ活

動をすることができた不登校傾向生徒がいた。 

これらのことから，ショートエクササイズは生徒

にとって取り組みやすく，ＳＥＬ－８Ｓの授業と合

わせて学習プログラムとして取り入れたことで，社

会的能力の強化に，より効果的であったと考える。 

 

３ 学校適応感についての分析と考察 

アセスによる学校適応感については，「学習的適

応」「対人的適応」「生活満足感」の三つの観点で

事前・事後調査の結果を示す。 

なお，不登校傾向生徒の数値は，研究授業の効果

を測定するために，第２学期に新たに不登校となっ

た欠席日数の多い生徒及び質問紙への回答に防衛的

反応が見られる欠損値を示す生徒を除いたアンケー

トを活用している。 

(1) 学習的適応の変容 

 学習的適応について，事前・事後調査の結果を図

17に示す。 

学習的適応促進のために取り組んだ，授業のユニ

バーサルデザイン化に係る授業モデル実施の事前・

事後調査の結果は，教師生徒ともに全ての因子にお

いて有意な上昇が認められた。しかし，アセスにお

ける学習への適応感の偏差値は上昇したが，有意差

が認められて効果が明らかになったのは，第１学年

生徒だけであった。次に，第２学年生徒には，有意

差は認められないものの上昇が見られたことから，

今後も継続して行うことにより，効果を明らかにし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校生徒      アセス要支援生徒      不登校傾向生徒       ＊p＜0.05 ＊＊p＜0.01  (n = 202) 
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図16 事前６月，直前９月，直後11月，強化後12月の生徒の社会的能力の変容（偏差値） 
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ていく必要がある。また，全校生徒のうち第３学年

生徒だけが有意差は認められないものの学習に対す

る満足感が低下していた。これらの授業のユニバー

サルデザイン化とアセスの結果のずれについて，教

師の聞き取りから，要因として表15のようなことが

挙げられた。 

 
表15 教師の聞き取り 

教 

師 

・教師が生徒の学習面を評価する際，「提出物が出て 
いない」等の言葉掛けや関わりが否定的である。 

・生徒全体をほめる場面は増えてきたが，個人個人に 
応じたほめる場やほめる言葉が少ない。 

・教師が適切な評価をする場面が少ない。生徒の「自 
分ができているか」「適応しているか」の主観的な 
感じ方は教師からの評価がないと，生徒自身が自信 
をもって「できた」と自己評価はできにくい。 

生 

徒 

・学習の内容が難しくなったことや，取組の量が増え 
たことへの不安がある。 

・家庭学習の習慣や自主学習が身に付いてない。 
・第３学年は，進路について本格的な決定の時期に入 
り，現実の自分の力を自己評価するようになった。 

・第３学年は，本人に対する保護者からの学習面への 
 期待の関わりが多くなり学習の目標値が上がった。 

 

事後調査を実施した11月は，第３学年の希望進路

決定時期と重なっていた。この時期の第３学年生徒

たちは，自分の能力を数値等から具体的に自己評価

するようになり，自分の掲げる学習に対する目標値

が高くなる傾向がある。このことから，第３学年生

徒の学習的適応因子の低下は，現実的なレベルでの

自己評価によるものが関係していると考える。 

またアセスの数値の変容について，適切な指導・

支援が行き届いた中での，生徒の客観性が育ったこ

とによる低下であれば，指導・支援は継続とされて

いる。 

これらのことから，多くの生徒は，中学生期にお

ける気持ちの変化が起こる中においても，授業での

学習の成果を得ながら，学習への適応を感じて生活

していると考える。しかし，不登校傾向生徒及びア

セス要支援生徒を含む全ての生徒の学校適応感に係

る学習的適応の促進には，学習内容が難しくなるこ

と，進路決定期に起こる不安や緊張を踏まえ，学習

方法や学び方を身に付けさせることや，積極的に生

徒一人一人への評価や言葉掛けを行うこと等，授業

のユニバーサルデザイン化の視点に立った教科指導

の工夫や改善をする必要がある。 

(2) 対人的適応の変容 

対人的適応について，事前・事後調査の結果を図

18に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校生徒，アセス要支援生徒，不登校傾向生徒の

対人的適応に高まりが見られ，第１学年及び第２学

年の不登校傾向生徒を除く全ての生徒に有意な上昇

が認められた。 

このことから，多くの生徒は，友だちや教師と良

好な人間関係を築く中で，学校生活の適応を感じて

いると考える。 

これらのことから，ＳＥＬ－８Ｓの取組は不登校

傾向生徒及びアセス要支援生徒を含む全ての生徒の

学校適応感に係る対人的適応の高まりに効果があっ

たと考える。 

(3) 生活満足感の変容 

生活満足感について，事前・事後調査の結果を図

19に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

事前★   事後      ＊p＜0.05 ＊＊p＜0.01 (n = 202) 

 

 学年平均 アセス要支援 不登校傾向 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 

全校生徒 55.5 57.2 ＊ 46.7 52.0 ＊＊ 45.8 51.7 ＊ 
第１学年 54.3 56.1 ＊ 44.5 50.9 ＊＊ 46.8 51.4 ＊ 
第２学年 58.0 59.2 ＊ 49.6 54.6 ＊＊ 47.6 51.4 ＊ 
第３学年 54.2 56.5 ＊ 46.0 53.0 ＊＊ 42.9 52.3 ＊ 

図18 対人的適応の事前・事後調査（偏差値） 
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事前★   事後     ＊p＜0.0 5 ＊＊p＜0.05 (n = 202) 

 

 学年平均 アセス要支援 不登校傾向 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 

全校生徒 51.9 53.7 ＊ 45.5 48.3  44.7 50.2  
第１学年 50.9 55.4 ＊ 45.3 51.8  43.0 52.0  
第２学年 53.6 55.6 ＊ 48.5 48.8  52.0 52.2  
第３学年 51.2 50.1 ＊ 42.7 44.4  39.0 46.5  

図17 学習的適応の事前・事後調査（偏差値） 
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事前★   事後      ＊p＜0.05 ＊＊p＜0.01 (n = 202) 

 

 学年平均 アセス要支援 不登校傾向 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 

全校生徒 53.6 55.6 ＊ 34.9 45.8 ＊＊ 39.1 49.6 ＊ 
第１学年 53.2 56.8 ＊ 35.3 50.2 ＊＊ 40.0 50.1 ＊ 
第２学年 55.7 57.3 ＊ 34.6 43.6 ＊ 38.8 45.5 ＊ 
第３学年 51.9 52.8 ＊ 34.8 43.6 ＊ 38.5 53.1 ＊ 

図19 生活満足感の事前・事後調査（偏差値） 
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 全校生徒，アセス要支援生徒，不登校傾向生徒の

生活満足感に改善の傾向を示す数値の上昇が見られ

第３学年生徒と第１学年不登校傾向生徒を除く全て

の生徒に有意な上昇が認められた。 

 このことから，学習的適応を促進する授業のユニ

バーサルデザイン化に立った教科指導と対人的適応

を促進するＳＥＬ－８Ｓの取組を行う不登校未然防

止プログラムは，学習的適応に指導・支援を必要と

する生徒と，対人的適応に指導・支援を必要とする

生徒の生活満足感の改善に効果があったと考える。 

 さらに，生活満足感は，学校適応感の総合的な因

子であることから，不登校未然防止プログラムは，

不登校傾向生徒及び学校不適応を起こす可能性のあ

るアセス要支援生徒を含む全ての生徒の学校適応感

の高まりに効果があったと考える。 

 

４ 授業のユニバーサルデザイン化の視点に

立った教科指導と，ＳＥＬ－８Ｓの取組を
同時に行う意義 

学習的適応促進のために取り組んだ，授業のユニ

バーサルデザイン化の視点に立った教科指導では，

全校生徒の事前・事後調査で全ての因子が有意に上

昇した。また，アセスの学習的適応に係る適応感に

上昇傾向が確認された。このことから，教師が学校

生活の中心である毎日の授業をユニバーサルデザイ

ン化の視点に立った教科指導にすることで，生徒は

安心して学習に取り組むことができ，学習的適応が

促進されて学校適応感が高まったと考える。 

一方，対人的適応促進のために取り組んだＳＥＬ

－８Ｓの取組では，全校生徒の事前・事後調査で全

ての因子が上昇し，直後には８因子中７因子，強化

後には全ての因子で有意な上昇が認められた。また，

アセスの対人的適応に係る適応感にも有意な上昇が

認められた。このことから，生徒は，ＳＥＬ－８Ｓ

の取組を通して社会的能力を身に付けることで，周

囲の人とうまく関わりをもつことができ，対人的適

応が促進されて学校適応感が高まったと考える。 

さらに，これらの取組を同時に実施したことで，

両方の視点を取り入れることとなり，一層効果的に

学習的適応と対人的適応が促進されたと考える。 

例えば，授業のユニバーサルデザイン化の視点に

立った教科の授業で，生徒が身に付けたＳＥＬ－８

Ｓのスキルや態度を発揮していくことは，友だちと

うまく関わることができたり，学習の成果や仲間の

頑張りを認め合えたりする良好な人間関係の中で授

業が進むので，対人への適応感を実感しながら，学

習的適応の高まりにつながったと考える。教師の行

動観察から，班活動では，教え合いや話合いの雰囲

気がよくなったという適応状況の変容が見られた。 

また，ＳＥＬ－８Ｓの取組を授業のユニバーサル

デザイン化の視点で行うことは，一部の生徒だけが

社会的能力を身に付けるのではなく，学級全体で学

ぶことによって，その能力のよさや必要性を共有し

て習得させることができるので，学級の全ての生徒

にとって役立つ学習となり，学習への適応感を感じ

ながら，対人的適応を促進していくことにつながっ

たと考える。教師の行動観察から，授業では発表内

容をよく聴き合い，理解しながら全員発表ができた

という適応状況が見られた。 

このように，学年ごとの学習的適応の違いから，

第３学年生徒に時期的な課題が残るものの，第１学

年生徒と第２学年生徒の傾向を見ると，学習的適応

と対人的適応がより効果的に促進されており，生徒

が主観的に学校生活に満足していると感じる学校適

応感が高まったと考える。 

 

５ 不登校傾向生徒の変容 

不登校傾向生徒の変容について，図20に示す。 

まず，第１学期不登校傾向生徒のうち，第２学期

末までに不登校傾向が改善した生徒は３人，不登校

相当から準不登校に改善の傾向に上昇した生徒は１

人いた。また，不登校傾向を継続・維持した生徒は

準不登校で４人，不登校相当で１人いた。これらの

生徒は，不登校未然防止プログラムを十分に受けた

ことから，学習的適応と対人的適応が同時に促進さ

れて学校適応感が高まったことで，改善または継

続・維持したと考える。 

次に，不登校傾向の準不登校から不登校相当に悪

化した生徒は１人，不登校相当から不登校になった

生徒は３人いた。これらの生徒は，第２学期の出席

にばらつきがあるため，不登校未然防止プログラム

を十分に受けていないことから，学習的適応と対人

的適応の促進が不十分と推測される。 

また，第２学期に３人の生徒が新たに不登校傾向

となった。これらの生徒の事前調査は不登校傾向生

徒の特徴である社会的能力の「人生の重要事態に対

処する能力」が低いことやアセスの学習と対人の両

方に指導・支援のいる生徒であることが分かった。 

 これらのことから，不登校の未然防止には，不登

校傾向となる前に，学習と対人に指導・支援の必要

となる生徒に目を向け，不登校未然防止プログラム

の第１学期からの実施と継続が必要と考える。 



 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

Ⅶ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
○ 教師が，授業のユニバーサルデザイン化の視点

に立った教科指導を行うことは，生徒の学習的適

応を高めることにつながった。特にチェックシー

トで教師と生徒の両方の立場から実態把握をした

ことは，生徒が教師の指導・支援をどう受け止め

ているかを見直すきっかけとなり，全教科共通の

授業モデルの実施において，より具体的な教師の

指導・支援に結び付いたと考える。さらに生徒が

これらの教師の働き掛けを有効に感じ安心して授

業にのぞんだり，意欲的に取り組んだりするよう

な学習への適応感につながり，学習的適応が促進

されて，学校適応感が高まったと考える。 

○ ＳＥＬ－８Ｓの取組を行うことは，生徒の対人

的適応の促進に有効であった。特にショートエク

ササイズを開発し，継続した指導としたことは，

学習した社会的能力の強化と定着に結び付いたと

考える。また，一部の生徒だけでなく学級の全て

の生徒が，ねらいとする能力を共有して身に付け

たことから，生徒が適切な自己表現をし，友だち

や教師や集団と良好な人間関係や関わりを感じる

ような対人への適応感につながり，対人的適応が

促進されて，学校適応感が高まったと考える。 

○ 授業のユニバーサルデザイン化の視点に立った

教科指導と，ＳＥＬ－８Ｓの取組の両方を行うこ

と，特に同時に実施することで相互の視点を取り

入れた取組となり，学習的適応と対人的適応がよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り効果的に促進された。例えば，生徒は学級全体

で良好な人間関係を築くためのスキルや態度を身

に付けることができたため，生徒同士が安心して

授業に取り組み，これまでよりも互いに認め合う

関係の中で学習の成果を実感することが増えた。

このように，学校での居心地の良さや居場所を感

じられる場面が多くなり，生徒の学校適応感の高

まりにつながったと考える。 

 

２ 研究の課題 
○ 本研究で取り組んだ不登校未然防止プログラム

における生徒の学習的適応に高まりは見られたも

のの，全ての生徒が主観的に感じる学習に対する

適応感には功を奏しなかった。しかし，人的環境

が整ったことが確認されたことから，今後は個別

にも全体にも，学習の方法や学び方に係る指導・

支援に取り組み，学習の結果だけで判断するので

はなく，教師の適切な評価や関わり等の工夫や改

善を図る必要がある。 

○ 学校適応感に係る対人的適応の促進に効果は見

られたが，不登校傾向生徒については，ＳＥＬ－

８Ｓの八つの社会的能力がバランスよく高まりつ

つも，偏差値40～60の平均的な状態を超える結果

は見られず定着が十分とはいえない。しかし，本

研究で扱ったＳＥＬ－８Ｓの取組に係る指導計画

の構成は有効性が示唆されたことから，今後は行

事と関連させた学習単元の配列や，不登校傾向と

なる前の，より早い段階からの継続した実施を踏

まえ，１年間を通した取組を進める必要がある。 

第１学期 
不 登 校 
傾向生徒 

アセスメント 不登校未然防止プログラム 
第２学期 

アセス ＳＥＬ－８Ｓの取組 

◆…要支援 
▲…偏差 
値40未満 

研究授業実施期間 強化期間 

 

改 
善 
傾 
向 

ＳＥＬ－８Ｓの授業（特別活動） 
○…出席  ×…欠席 

ショートエクササイズ 
○…参加 ×…不参加 

学 
習 

対 
人 

生 
活 

社会的 
能力★ 

第１時 第２時 第３時 第４時 第５時 ① ② ③ 

生徒Ａ：準不登校     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

準 
不 
登 
校 

生徒Ｂ：準不登校 ◆ ◆ ◆  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生徒Ｃ：準不登校   ◆  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生徒Ｄ：準不登校  ◆  ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生徒Ｅ：準不登校  ◆ ◆ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 
生徒Ｆ：準不登校 ◆ ◆ ◆ ▲ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 
生徒Ｇ：準不登校     ○ × ○ × ○ ○ × ○ 
生徒Ｈ：不登校相当 ◆ ◆ ◆ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

不 
登 
校 
相 
当 

生徒Ｉ：不登校相当   ◆  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生徒Ｊ：不登校相当    ▲ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 
生徒Ｋ：不登校相当 ◆ ◆ ◆ ▲ ○ × × × × × × × 
生徒Ｌ：不登校相当 ◆ ◆  ▲ × × × ○ × × × × 
生徒Ｍ：不登校相当 ◆   ▲ × × ○ × × ○ ○ ○ 

  
不 
登 
校 

図20 不登校傾向生徒の変容 

 

授業のユニバーサルデザイン化 
の視点に立った教科指導の実施 



 
       

３ 成果と課題を踏まえた次年度への取組 
本研究で開発した第２学期実施分の不登校未然防

止プログラムは，有効性があることが示唆された。 

このプログラムを十分に受けることができた不登

校傾向の段階にある生徒への効果が明らかであるこ

とから，学習や対人に指導・支援を要する生徒が，

不登校傾向状態になる前の，より早い段階からの継

続した実施が必要と考え，１年間を通した不登校未

然防止プログラムを完成させた。 

(1) 授業のユニバーサルデザイン化の視点に立っ

た教科指導 

 教師は，学級の全ての生徒に「分かった，できた，

楽しい」と実感させるために，チェックシートで自

らの授業づくりを振り返り，環境サポート・授業サ

ポート・人的サポートについて適切な指導と必要な

支援をし，年間を通して学習的適応を促進する取組

とする。 

(2) ＳＥＬ－８Ｓの取組 

 本研究で実施したＳＥＬ－８Ｓの取組の成果と課

題を踏まえた改善点を図21に示す。 

  
不登校傾向生徒の社会的能力 (n =10) 成果と課題・改善点 

事 

前 

６ 

月 

 不登校傾向生徒の特徴と
して，「人生の重要事態に
対処する能力」が低い。し
かし，弱い能力だけに特化
するのではなく，その能力
に着目しつつ，８能力全て
に取り組むことで，全体の
バランスが取れてくること
を踏まえ，単元を構成する
とよいと考える。 

直 

前 

９ 

月 

 友だちとの関わり合いが
限定されがちな夏休み明け
に自己評価が低下し，八角
形が中央に小さく集束して
いる。このことから，特に
低下が見られた「自己への
気づき」「他者への気づき」
をねらいとした単元を長期
休業明けに配置するとよい
と考える。 

直 

後 

11 

月 

 特に「生活上の問題防止
のスキル」「積極的・貢献
的な奉仕活動」が大きく広
がったのは，ＳＥＬ－８Ｓ
の取組期間中にそれぞれ関
連した行事があったことに
よる効果と考える。このこ
とから，単元と学校行事を
関連させて配列するとよい
と考える。 

強 

化 

後 

12 

月 

  強化期間後には，八角形
がさらに大きく広がり，各
能力のバランスが取れてき
つつあることから正八角形
に近い形を示している。こ
のことから，ＳＥＬ－８Ｓ
の取組を意図的に継続して
いくことで，社会的能力は
向上し，８能力のバランス
が取れてくると考える。 

図21 ＳＥＬ－８Ｓの取組の成果と課題を踏まえた改善点 

これらをＳＥＬ－８Ｓの取組の年間指導計画作成

のポイントとして，中学校３学年分の学習計画を作

成した。次年度の特別活動の年間指導計画に位置付

け，年間を通して対人的適応を促進する取組とする。 

終わりに，以上のような，授業のユニバーサルデ

ザイン化の視点に立った教科指導と，ＳＥＬ－８Ｓ

の取組の両方の取組を通して，さらに学習と対人へ

の適応感が促進され，「学校は今日も１日楽しかっ

た。」「明日も学校が楽しみだ。」と，どの生徒も

心から感じられるよう，学校適応感を高める不登校

の未然防止につなげていきたい。 

 

【注】 

(1) 東京都日野市公立小中学校全教師・教育委員会with小貫

悟（2010)：『通常学級での特別支援教育のスタンダード

自己チェックとユニバーサルデザイン環境の作り方』東京

書籍p.315に詳しい。 
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